
 

 
 

自分で考え 進んで行動する 

令和７年、新しい年が始まりました。本年も、子どもたちが安心して学校生活を送り、 

大きく成長することができるよう、全職員で取り組んでいきたいと思います。 

引き続き、ご支援・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

１月７日の朝、全校の子どもたちにむけて次のような話をしました。 

◎今年の干支・へびは、脱皮によって、体が成長したり、古い皮を新しくしたりしている。脱皮をすることに

よって、より強く成長していく。全校のみんなにも、今年は、今よりさらに強く、たくましく成長していっ

てほしい。 

◎今の学年で勉強するのは、あと５２日間。この５２日間を、さらに強く、たくましく成長するために、「自

分で考え、進んで行動する」ことを、特に頑張ってほしい。 

自分で考えたことをみんなに伝えたり、自分からやってみたりすることは、はじめは「みんな分かってく

れるかな？」「うまくいくかなあ？」などと、ドキドキしたり、心配だったり、不安がいっぱいだったり

するかもしれない。でも勇気を出してやってみる、そこを頑張ってほしい。 

 

続けて、冬休み前に見つけた「自分で考え、進んで行動する」すばらしい姿を２つ、紹介しました。 

◎３年Ａさん、Ｂさん。 

この二人は、毎朝校門のところに立って、全校のみんなに「おはようございます」とあいさつをしてくれ

ています。二人は、もっと全校のみんなが挨拶できるようにしたい、と自分で考え、進んで校門に立って

挨拶をしているそうです。二人に明るい挨拶をされると、とてもすがすがしく、「今日も頑張ろう」とい

う気持ちになりますね。毎日、みんなのしあわせのためにありがとう。 

◎１年Ｃさん。 

Ｃさんは、トイレを使ったあと、スリッパがばらばらに脱いだ状態になっていたのを見て、自分から進ん

で、床の足形に合うように、全部のスリッパをきれいに並べていました。ばらばらになったスリッパは、

次に使う人が履きにくいだろうな、ばらばらだと見た目にも気持ちがよくないな、と自分から進んで行動

してくれていたのです。みんなのことを考えて進んで行動していたＣさんの姿を見て、心がとても温かく

なりました。みんなのしあわせのためにありがとう。 

 

このほかにも、今、各委員会活動などで、新たな活動を自分たちで考えて計画しているという話も聞いてい

ます。子どもたちが「自分で考え、進んで行動する」力をつけていけるよう、見守りと必要最低限のアドバ

イスを行っていきます。ご家庭でも、子どもたちの姿を応援していただけるとありがたいです。 

 

【お知らせ】２年１組担任 髙橋洋次教諭が、令和７年３月３１日まで「病気休暇」を取得することになりまし

たので、お知らせします。 


